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New Face 

こつづみと私と生き物
がまざったファンタスチックな世界です。能と一

緒に上演される狂言には、猿とか牛、馬、かたつ

むり等もっと身近な生物も登場します。昔の人も

現実を少し離れた世界に現代のスピルパーグのよ

うな楽しい夢を見たのでしょうか。

僕 同の頃川返って生町野つ

たのは家にいた 「ブギJという犬（当時ブ
ギという歌がはやっていた。）くらいであとは「せ

み取りJ「ト ンボつりJ「ざりがにつりJ「かえるj
や IへびJもいじめたし、こうして大人になって
からも毎日毎日馬の皮をひっばたく日々だし、趣

味は「お魚つりjだし、天国には行けそうもない

かな一。乙うしてみると人間って生物を食べたり、

いじめたり、皮を使ったり、可愛がってみたり、

本当に勝手な生物ですね。でも人間だけでは生き

てゆけず、持ちつ持たれつ共存して生きてること

を知っていて、そこに感謝や愛’情が少しあれば、色々

な現実の中で、より殺しく生きやすい世界にする

ことができるのも人間の知恵ですね。また少しは

楽しく生きてゆくお手伝いのために僕らの舞台も

あります。一度「能jにも来て見て下さいね！！

（ひさだ しゅんいちろう）

ヤァ ーポンハォーポンイヤアー。向聞

F かせられず残念だけれど僕の演奏する
「小鼓｛こつづみiJのかけ声と音です。ほとんど動物
のうなり戸みたいです。ハォー！！ウオー！！ 小鼓は

何で作られてるか知ってますか？ 二枚の皮と桜

の木で彫られた筒。皮は［子馬J! ！って言うと日本
でも外国でも皆「エー！!Jと言って暗にかわいそう！！
って気持が僕を責めてきます。僕の演奏の場は「能j

です。楽器は「小鼓」の他に 「大鼓｛おおつづみJJ「太
鼓（たいこ｝」 「笛jそれに謡（うたい） （コーラス）。みんな

知ってる「おひなまつりjの五人磯子｛ばやし｝がこ

れなんですよ！！知ってました？大鼓は ［馬」太鼓

は「牛」の皮。それぞれが「ヤォー！！ハォー！リコ

ーラスが「ウーウー！リ能の舞台はまるで動物園

状態ですね。

能 は600年以上前に生まれた世界でも最も古

いミュージカルです。200曲以上あってそ

こには色々な神や精霊、人間そして多くの生物、

と言っても龍（りゅう｝、虎（とら｝、狐（きつね）、鷺（さ的、鶴、

狸々 （しようじよう）、 土蜘妹｛っちぐ旬、鬼、天狗（てんぐ）、

鶴（ぬえ｝、 そして草木の精、 仙人、等と現実と空想

や

~ 
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Cover鈎Watchin 

エジプトガン
カモ目 カモ科 Alopochen aegyp11a印l一昨年伽噌オーブン時山同居…来圏一最初は力
パの巨体に驚いていましたが、今では藩ち着いてパピルスの草むらのそばで
気持ちよさそうにひなたぼっこしています。 0最影 文：高橋雅之）

ZOO INFO 

ツキノワテリムク
（スズメ目 ムクドリ科）

アフリ力に住むムクドりの仲間で標高3,000メートルまでのアカシアや濯木の茂るサバンナに広く生息
しています。名前のとおりのどの部分に白い月の輪のような模様があります。 （撮影・文白高橋雅之）

。 なきごえ V川町7).1999
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多国の空がカラスに占拠される時

私は兵庫県の東の端清和源氏発祥の地と

して知られる川西市の多国盆地に住んで

います。多田の名の通り昔は田んぼばっかりだ

ったのですが、 昭和40年代から周囲のE陵地

がニュータウンとして開発されはじめてより、

多田の田んぼも住宅やマンションに次々と姿を

かえ、大阪のベッドタウンになっています。多

人とカラスのベッドタウン。川西市多目。
左の黒いととろが竹ヤブ

田かうですと能勢電車と阪急電車を利用すれば

40分もあれば梅田へ出うれますし、 開発が進

んだといっても猪名川や周囲のE陵の緑もまだ
まだ残っています。人が蹄（ねぐら）としてこの地

を選ぶのはあたり前だと思うのですが、なぜか

し5カラス達もこの地を時に選んでいるのです。
22年前、いなかかう出て来て池田市の学生

寮に住みはじめた時、多国盆地のスーパーにア

ルバイトに行っていた友人から「夕方になると

カラスがウジャウジャ寄ってくる」という話を

聞きました。その後たまたま就職・結婚で多田

の地に暮らすことになり、そのカラスの多さに

度胆を抜かれました。まるでヒッチコックの映

画 『鳥jを見ているようでした。

さて、その力ラス達とおつきあいすることに

なったのはカラス達が時にしている猪名川の竹

ヤブが河川改修にともなって広範囲にわたって

伐採され、「カラスの時はどうなるのだろう」と

心配になってきたからです。私の所属している

川西自然教室は93年4月に「Jll西の身近な自然

を守ろうJと結成された市民グループで、川西

市内のゲンジボタルやヒメボタル・市花リンド

。抗日、oJ.:!5(7). I附
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河川改修で竹ヤブがかなり切られた

ウ・水鳥などの調査や市内の身近な自然に親し

む活動を行なってきましたが、キラワレ者とは

いえ、多国では超有名な力ラスを放っておくこ

とはないと、 98年1月かう「多国ガラスを見る

会Jをスタートさせました。
第1回目は多国盆地を一望できる高台か5
夕方のカラス達の動きの全体像をつかも

うと計画したのですが冷たい雨となり、近くを

通過するカラスの数だけは数え5れたのですが、

遠方はかすみ、全体像をつかむことはできませ

んでした。

2月ll日、第2回目は猪名川の時＝竹ヤブの

対岸に場所を移し、夜明け前か5と夕方の2回

観察を行ないました。「（略）休日だというのに

173号線の車の音がかなりひどい。午前5:38、

その騒音にかき消されそうになりながら 「力ア

カアJという鴫き声が耳に飛び込んできた。お
目覚めか。しばらくするとあっちこっちで「力

アカア」という声がしだした。全体にひろがる

かと思ったが、小さくなり、とぎれた。と思い

きや、 5:46、連鎖反応的に「力アカア」は拡大

し始めた。5:48、「ガアガアJとにごった声も混

じってきた。ハシボソガラスか？（中略） 5:54、

2羽竹ヤブか5南の方向へ飛び立つ。それに続
いて次々と飛び立って行くが、数を数えてやろ

うと思っていたが暗くて数えられない。南の方

へ飛んで行った。との飛び立ちを機に竹ヤブ内

は「力アカアJが激しくなり、いよいよ何かお
こるぞという空気になってきた。ちょうどその

。わ

。
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ころ月が竹ヤブの中へ沈んだ。 6:00、また数

羽バラバラと飛び出したかと思うと何十羽かが

それに続いて南の方へ飛んでいった。その直後、

竹ヤブ全体が「力ア力ア」とうなったかと思う

と、超大群が竹ヤブをゆすって飛び出してきた。

数を数えるなんてとても不可能。でもあてすっ

ぽうで多田東小学校の子ども達全員が運動場に

出て撮った写真よりも多い感じなので1,000

羽くらいかつ猪名川を越え私の頭上へ。まるで

ヒッチコックの映画 f鳥』のようだ。 「クユッ

クユッ」「J＼サパサ」という翼をはためかす音が

ほんの数メートル上から次々と聞こえてくる。

その圧倒的多さにただ「うお一つJという声を
発するのみ。襲われるという感じはしなかった

が、映画 『インディペンデンス・デーjの中に

出てくるあの超テ”ッ力イ円盤におおいかぶせら

れたような雰囲気。カラスが空をおおいつくし
す

たという感じだった。大きなものに見据えられ

て身動きできす、一瞬金縛り状態になった。（後

略：ill西自然教室f乙げらだよりJ51号（98.3）より）。

すこし長くなりましたが以上は第2回目の朝の

部の報告文でした。

夕方、カラス達は竹ヤブ周辺のE陵やビJレ
の屋上にいったん集合して、陽が沈み暗

くなりかけた頃に竹ヤフ、に帰っていくのですが、

素直に竹ヤブに帰5すにあちこち寄り道しなが
ら集団で移動するので、多田盆地の夕方の空は

2,000羽く5いのカラスによって占拠された
状態になります。竹ヤブの時に入る直前、 400

～500羽くらいの群れが竹ヤブ上空を旋回し

ます。ツバメやムクドリの大群もすごいのです

が、カラスの場合とにかく身体が大きいので迫

力があります。街に住んでいると 「地球は人間

だけのもの」と思ってしまいますが、このカラ

ス達は「地球は人間だけのものではないぞjと

教えてくれているように思いました。

司，の第2回目の観察会での光景に感動し、

も． 最低1年間は観察会を続けるととになり

ました。そして1年が過ぎた今も観察会は続い

ています。その観察の中で、問に帰って来る力

・~ も バJI.
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ラスの数は真冬には2,000羽ほどおり、 3月の

春分の日以降急激に数を減らし、真夏には1ケ

タ台になり、 10月頃から急激に増加し、 11月

には2,000羽く5いにもどるというととがわ
かってきました。また、猪名川と猪名川の支流、

そして広い田畑で固まれた三角形の竹ヤブで、

人も近付きにくく、竹なので野犬やキツネが登

ってくる心配もなく、工サ場となる街にも近い

という理由でここを摘にしたのではないかと思

われます。

力ラスは東西南北あらゆる方向かう時に帰っ

て来ますが、特に南（大阪方面）かう帰って来る

のが多いので、「人間と同じだなー」と思います。

また、どのあたりまで出掛けているのだろうか
わ

という疑問も湧いてきました。

カラスをつかまえて発信機をつけてというよ

うな事は川西自然教室ではとても出来そうにな

いので、このような誌面を通じてカラスの掛情

報を集め、そとかう行動範囲を推測できるので

はないかと思っています。

ゴミステーションを荒したり、農作物をっつ

いたり、レールに石を置いたり、カラスは大き

くて真っ黒という姿も手伝ってキラワレ者にな

っていますが、観察を通じてカラスに対して親

しみが湧いてきて、カラスを見かけるとつい自

が向いてしまうようになってきました。これか

5もカラスと人間の聞でいろんなトラブルが発
生するでしょうが、一方的にカラスを悪と決め

つけてしまうのだけは一考してほしいとカラス

に興昧を持つ人間として思っています。

（ひ5たのぶかっ）
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インドという国は人口も多いのですが、野生

動物の種類も多く、旅行の邑的はそれらの野生

動物、特に野生のトラを見ることでした。

トラはユーラシア大陸のインドから東南アジ

ア、シベリアにかけて広く分布しており5亜種

に分けられていますが、環境破壊や密猟等で生

息数は急激に減っており、現在ではおよそ

5目000頭ほどだと言われています。

インドにはベンガルトラという種類が生息し

ており、トラの生息地の中では比較的数が多く、

およそ3,000頭ほど生息していると思われます。

私達は、インド‘の首都ニューテリーから車で

9時間ほど揺られ、 目的地であるコルベットナ

ショナルパークという所に無事到着しましたが、

ζちらのドライパーはなぜか皆気が荒く、やた

らとクラクションを鳴らし、狭い道でも強引に

前の車を抜いて行くので、 「これでよく事故が

起き芯いものだJと感心していました。しかし、
行く途中何台か道かう外れ、ひっくり返ってい

るトラックを見かけ「やっぱりなjと変に納得

してしまいました。

ナ ショナルパークに着いた翌朝6時半より

いよいよジープに乗りトラを探しに出ま

したが、 朝院の冷え込みは予想以ょにきつく、

私はジープの荷台に乗っていたので、車が走り

。 なきごえ、。1.35(7) .1捌

インド旅行記
出すと寒さで体力＼131る131る震えるぐらいでした。

途中、ハヌマンラングールや力二クイザルと

いったサルの仲間、サンパーというシ力、イン

ドクジャクやアジアソウなどさまざまな動物を

見ることが出来ましたが、 トラに関しては足跡

と糞を発見しただけで、姿を見ることは出来ま

せんでした。 しかし一度、シ力が甲（かん）高い鴫

き声を出し辺りを警戒している場面に出くわし、

ジープに同乗していた現地のガイドが、 「トラ

が近くにいるかもしれないJと言うので、ジー
プを止めトラを liZP宿直譲蝿遇面掴間関

探しましたが（当

然ですがジープ

か5降りずに）、

結局トヲは出て

来す、 あきらめ

て出発した後、

一緒に旅行に来

ていた別の人達

がその場所でトラに遭遇（そうく：5）するという、何

とも惜（お｝しい思いをしたことがありました。

トラは繁殖期以外は単独で生活しており、一

頭でかなり広いテリトリーを持っているので当

然密度は低く、姿を見るのはむず、かしいようです。

またジブのほかにゾウに乗っての探索
も行いました。当然ゾウ使いも一緒に乗

りますが、ソウ使いはゾウの酋の上に乗り、私

達はソウの背中に置いた鞍（くう）の上に乗ります。

やはりゾウの背中は広く、一度に大人が4人も

乗ることが出来ます。

初めてゾウに乗った感想は、 とにかく高く、

よく揺れるといったものでした。最初は気持ち

悪く酔いそうでしたが、慣れてくるとだんだん

見晴らしもよく、 気持ちよくなってきました。

ところが、そう思ったのもつかの間、今まで聞

けた道を歩いていたゾウが急に薮（やめの中に入

って行き、 顔や体に枝がばしばし当たりだし、

勺

'--' 

ゾウ使いに感心！ 飼育課：油家謙二

（－、

のんびり景色を眺めている場合じゃ芯く芯りま

した。

それにしてもゾウ使いの技術は素晴しく、 し

ばらくゾウ使いを集中的に観察していましたが、

大きな声を出したり、激しくゾウをたたいたり

する事はほとんどなく、軽くソ、ウの頭を手鈎（bぜ）

でつついたりするだけで、ソウはゾウ使いの言

う事を理解しているようでした。これには本当

｜ζ感心させられました。

~ 聞は気温が高過ぎるので、ゾウも私達も

f主 休憩していたときです。近くの川まで散

歩！こ行くと、 ゾウが川の中で横になっており、

ソウ使いがゾウの体を丁寧（ていねい）に洗ってやっ

ている光景を目にしました。ゾウは気持ちよさ

そうにリラックスしており、「なるほど、言う事

を聞かせるだけじゃなく、満足させる事も必要

なんだな」と思いました。

旅 行最終日にはデり一向観光し デ

リー動物園も見学しました。 との時、園

長と話をさせていただきましたが、その中で興

昧深かったのは、「飼育係を新たに募集する際、

ソウ以外の動物は一般の人を採用するが、ゾウ

の担当を募集する時はソウ使いの家系の人間し

か採用しない」という話です。つまりインドの

ゾウ使いはほとんどが世襲制惜しゅうせい）で、 ゾ

ウ使いがソウにかける号令も、いわゆる「ソウ

語jというようなもので、 30種類ほどあるらし

いのですが、乙れらはすべてゾウとソウ使いの

家系の人にしかわからないそうです。そしてこ

のソウ語をしゃべれないとゾウの飼育は出来な

いというわけです。

やはりインドの動物園でもゾウという動物は、

飼育する上で特別な扱いをしているようです。

また、実際にゾウを担当しているゾウ使い出

身の飼育係の方とも話をさせていただきました。

この時はインドソウの放飼場へ入れてもらい、

ゾウを目の前にして話しましたが、足はチ工

近くの川でゾウ使いがソウの体を洗っています

ンで係留されているといっても、やはりオスの

ゾウは体が大きく、迫力満点、でした。

実際にゾウ！こ号令をかけ、ソウを寝かせるの

を見せてもらいましたが、 耳の辺りをつかみ、

何やら号令をかけると、それまで餌を食べてい

たゾウが実に鮮やかに横になり、ただただ感心

するば‘かりでした。

飼育係が号令をかけ、寝かぜようとしています

今回の旅行で、目的の一つであるトラを見る

ことは出来ませんでしたが、私自身が飼育担当

しているゾウに関しては、たくさんの貴重砿情

報を得ることが出来ました。（とにかく感心する

ことが多かったのです。）

今後は私自身この旅行で経験したことを、ゾ

ウの飼育に役立てて行ければと思っています。

（あ131ぅゃけんじ）
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ずつではありますが、動物園における臨床面も

発展しています。しかし、動物園で飼育園展示
ほ は

している晴乳類、鳥類、胞虫類などのほとんど

が野生動物であり、 自然界で生き抜くために自

医学の進歩は獣医学の進歩に裏付けされ

ていると言っても過言ではありません。たとえ

ば、人薬を開発するために行われる動物実験の

企画・立案や結果判定の多くは製薬会社に勤務

、
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512 ・ “鳥の楽
園”でオシ

ドリが産卵

しました。

人工131化さ

せるため瞬

(131）卵器に入れました。

513 ・ナベヅルが今季初めて卵を産みました。
514 ・サル舎でブラツザグ工ノンが1頭生まれ

ました。

515 ・夜行性動物舎でエジプトルーセットオオ
コウモリ5頭とフクロモモンガ1頭が生

まれているのを確認しました。

516 ・ ”烏の楽園”でインドガンが今季初めて
産卵しました。

518 ・コサンケイが2羽ふ化しました。人工ふ
化を試みていたものです。また、ヒツジ

がl頭生まれました。

5/10 ・マンドリ八均オスの健康診断を行いました。
レントゲン撮影や血液検査などの通常項

目の他に、繁殖能力を調べるため精液検

査も実施しました。

5/12 ・気温が上がってきたので、寒い地域！こ生
思している

オウサマペ

ンギン、イワ

トピペンギ

ン、マカロニ

Aペンギンを
・~

t 冷房のきい

た屋内展示

室lこ移動さ

せました。

5117 ・オオカミ類に感染症予防のため、ワクチ
ンを接種しました。

5/18 ・カナダガン
が1羽入園

しました。

検儲冬了後、

“鳥の楽園”

で展示する

予定です。

・4月18日に生まれた3頭のライオンの赤

ちゃんのうち、オス2頭を富士自然動物

公園（富士サファリパーク）に贈りまし

た。

5125 ・5月17日に入国したコフラミンゴの検
疫が終わったので、フラミンゴ舎で展示

を始めました。

5/28 ・昨年保護したキビタキや今年3月に保護
したカルガモなどの鳥類5種6羽が元気

になったので自然復帰させました。

5130 ・衣替えの時期！こ合わせた毎年恒例のヒツ
ジの毛刈り奄行いました。

5/31 ・昨年6月に生まれたアミメキリンのオスワ
ンター”を横浜市立金沢動物園に送りま

した。

動物写真講座 8月8日（日）午後1～3時募集期間・6月17日（木）～7月20日（火祝）消印有効
..逼JI~~

会場・動物園レクチヤールーム
講師・動物写真家 内山震｛うちゃまあきら）
対象・中学生以上
参加費・1.500円
定員・60名応募多数のときは抽選

往復はがきに住所、氏名、年齢‘性別、電話番号を奮
いて下記まで応募してください（はがき1枚で2名まで
申し込み可）．

干543・0063大阪市天王寺区茶臼山町1・108
天王寺動物園「動物写真講座係jまで

天王寺公園・動物園写真コンクール作品募集 募集期間・8月31日（火）まで

日ごえ I'ol.35 (5) .1999 6) 
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愛ある暮し、応援します；
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堀田
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撮影シーンに合わせて、
標準・ハイビジョン・パノラマのすイスを自由に切替0
・スーパースリムの手軽さにプリントサイズ選びの楽しさプラス0
・APSフィルムだからインデックスプリントも。
・切替はファインダーも連動、見たままのフレームでパチリ。

近鉄百貨店
r, ！ヴ

平岩米吉の本

狼 その生態と融

2,600円＋干見

犬と狼
⑨2刷出来 2,500円十税

犬の生態
⑨6 lillJ 2, 000円＋税

動物文塑復刻版［全10巻＋補巻索引］
174, 757円＋税 ⑨限定300部（分売不可）

南方熊楠、 柳田国男、小川未明ー…・鈴々たる執筆陣が数々

の作品 －論考を寄稿し発表した幻の戦時中資料。

理

話

弘
税

奇

と
併

と

動
測

足

・史
尾

行
山
犬
川
歴
川

の
刷
の
岬
の
叩川

犬
伽
私
山
猫
日

狼と生きて
父平岩米吉の思い出

平岩由伎子［編著］ ⑨新刊

3,500円＋税 ⑨限定1000部

狼と犬と猟の生態を研究し、動物文

学をはじめて世に紹介した平岩米吉

の波i闘に富んだ創造性叢かな生涯を
良県の限から深く姉く。

ーI 夏の旅の思い出、 ふしぎな巡りあわ

せ、動物画家大崎善司、日本好き

のスタール博士など、 名品を掲載。

ース

＠築地書 干 1~4-0045 東京青Fιトl央区築地~－館 ⑨こ＇）主文は 、 最寄 ~） の害店または 葺上記宛先まで。 E-mailAddress= 

天王寺動物園の本
入国の記念・手引に・

新作

群f「楽しい天王寺劇物園」
19分（10本常備）

( 。
マ:I~”の鷹羽2・u

-•. ~ G‘十！？鳴
q~斗： ~~）~！1 

1. ：：~~~：れ

・対 象／保育園・幼稚園・小学校の先生

・貸出期間／10日間

・貸出 料／無料〈但し郵送料510円は必要〉

・申 込先／当協会まで手紙かハガキで

お申込下さい。

じ ゃやや

〈営業品目〉 製造機械・保温機 他

生コーン・袋詰ポップコーン・原材料一式

圏内売店にあります。

⑮ 

オール力ラ－

500円
ヨア7テν;t，νカード（限定販売）
好評発売中￥800(50度用）株）増田食品 干時期~~－i063~

干543-0063大阪市天王寺区茶臼山町6-74ft(06)6771-0201 大阪市天王寺動物園協会
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お食事・飲もの・おみやげ

・医学実験用動物

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・原色世界維類図鑑（34l重1枚もの）要郵便券250円
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電話（078)2218195杓

有限会社

神戸市中央区中山手通3丁目11番4号
兵庫県小野市来住町15 1 3番地

s，..~~主調抗日・；o; ，~， :,j・仁'--' 

本社

飼育場

たのしいと動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞグ

五、
関西特機株式会社

電話06-6762-2333

1回 30円圏内、主要動物舎
30数カ所にあります
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カルシウムを領るなら牛乳や乳製品古ifll想的それは、牛乳のカルシウムlふとても体
に吸収されやすいからです．この牛乳のカルシウム吸収のよさはそのままに、カルシウ

ムの量を600mg（成人1日あたりの所要量）までアップさせた、雪印毎日骨太．日本人

に不足しがちなカルシウムを‘効率よく補給するために、ぜひ毎日お召し上古吟Jください．

雪印毎日骨太 ⑥ 

・・・.. 図盟Z霊E冨~
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めし
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。圏内2ヵ所（中央デッキ下－
南園高架下）に、告種のりも

の、があります。

中央デッキ下

久竹娯楽株式会社
TEL ( 06) 4397・0100（代）

編集委員
中尾芭ー／中川哲男／石井等／藤田四郎／沖田紀行／~道正／畏瀬健二郎／谷森進／畏湾英資／森本委利／高婿雅之／市Jll久縫

竹田正人／高見一利／溝勇三／松岡秀和／荻原箔二／板本全／山元貞幸／野口秀高／大野尊信／阜Ill篤／西村慶太／i!B家畿二


